




























































[2005] ; 中野・橋本・桑原・清水 [2006]; 中野・橋本・清水 [2008]; 中野・
橋本・清水・桑原 [2009a]; 中野・橋本• 清水 [2009b]; 中野・橋本• 清水・
澤登・三光寺 [2013]; 澤登 [2014]; 中野・橋本・清水・澤登・三光寺 [2016]: 












































具体的には．アメリカの TheAccounting Historians Journal (以下,AHJ 
と略記）．オセアニア（オーストラリア）の AccountingHistory (以下,AH 













また.AHは．副題としてJournalof the Accounting History Special Interest 
Group of the Accounting and Finance Association of Australia and New 
Zealandと記されているように,The Accounting and Finance Association of 






最後に. AHRは．元来. 1990年にイギリスで Accounting,Business and 




















































































































1 古 代 (~5世紀；ゲルマン民族の大移動まで）
2 古代～中世
3 古代～近代




















研究論文等（計351編）が．個々にその考究内容に即して． まず. (1) 「研究
領域別分類基準」にしたがい．「 I総説」．「皿簿記」．「W財務会計」．「V原


























































III・A・9 作成の合理化 (2) (1952年2月）
S010 簿記という語ができるまで 西川孝治郎 第13巻第6号 III・A・7 (1953年6月）

























簿記史談：早い簿記著者達 西川孝治郎 第18巻第6号 III・A・7 のはなし (2) (1958年6月）
S017 
パチョーリ「簿記論」に関




西川孝治郎 第18巻第8号 III・A・7 のはなし (3) (1958年8月）























































































簿記史談： H米修好百年と 酉川孝治郎 第20巻第1号 III・A・7 ホイトニー (1960年1月）
S037 
簿記史談：ホイトニ一家の 西川孝治郎 第21巻第1号 III・A・7 系図 (1961年1月）
S038 
簿記史談：ホイトニーの模 西川孝治郎 第21巻第3号 III・A・7 
擬商業実践 (1961年3月）
S039 
簿記史談：ホイトニーと簿 西川孝治郎 第21巻第4号 III・A・7 記教科書 (1) (1961年4月）
S040 
簿記史談：ホイトニーと簿 西川孝治郎 第21巻第5号 III・A・7 記教科書 (2) (1961年5月）
S041 
簿記史談： W・C・ホイト 西川孝治郎 第21巻第7号 III・A・7 ニーと海野力太郎 (1961年7月）
S042 
米国会計基準生成の背景 中島省吾 第21巻第7号 IV・P・9 (1) (1961年7月）
S043 
米国会計基準生成の背景 中島省吾 第21巻第8号 IV・P・9 (2) (1961年8月）
S044 
簿記史談： W・C・ホイト 西川孝治郎 第21巻第9号 III・A・7 ニーが伝えた簿記 (1961年9月）




簿記史談： W・C・ホイト 西川孝治郎 第21巻第10号 III・A・7 ニーと取引要素説 (1961年10月）
S047 
簿記史談： W・C・ホイト 西川孝治郎 第21巻第11号 III・A・7 ニー年譜 (1961年1月）
S048 
簿記史談：ウイリアム・
西川孝治郎 第21巻第1号 III・A・7 シー・ホイトニー年譜 0961年1月）
S049 
簿記史談：造幣寮簿記方ビ
西川孝治郎 第22巻第 1号 III・A・7 センテ・プラガ (1962年1月）
S050 
簿記史談：造幣寮簿記方ビ
西川孝治郎 第22巻第3号 III・A・7 センテ・プラガ雇入れ事情 (1962年3月）
S051 
簿記史談：造幣寮簿記方プ
酉川孝治郎 第22巻第4号 III・A・7 ラガ雇入約定書 (1962年4月）
S052 
簿記史談：プラガの造幣寮 西川孝治郎 第22巻第5号 III・A・7 会計事務 (1962年5月）
S053 
簿記史談：プラガの造幣寮
西川孝治郎 第22巻第7号 IIl・A・7 簿記 (1962年7月）
S054 
簿記史談：造幣寮の邦文簿
西川孝治郎 第22巻第9号 III・A・7 記 (1962年9月）
S055 
簿記史談：プラガの複式簿
西川孝治郎 第22巻第10号 III・A・7 記講義 (1962年10月）
-45-
［論文］会計史研究の国際比較（中野・橋本・清水・澤登・三光寺）





西川孝治郎 第23巻第 1号 III・A・7 イー・プラガ年譜 (1963年1月）
S058 簿記史談：福澤諭吉と簿記 西川孝治郎 第23巻第3号 III・A・7 
(1963年3月）
S059 
簿記史談：福澤諭吉が初め 西川孝治郎 第23巻第4号 III・A・7 て手にした簿記書 (1963年4月）
S060 
簿記史談：福澤諭吉とアメ
西川孝治郎 第23巻第5号 III・A・7 リカ商業教育 (1963年5月）










III・A・7 合之法」の影響 (1) (1963年9月）
S064 
史的「パースペクテイヴ」 合崎堅二 第23巻第10号 I・S・0 の影響 (1963年10月）
SOOS 
簿記史談：福澤諭吉の「帳 西川孝治郎 第23巻第10号 III・A・7 合之法」の影響 (2) (1963年10月）
S066 
簿記史談：福澤諭吉門下の
















































簿記史談：日本の帳合に及 西川孝治郎 第25巻第1号 III・A・7 
ぽしたオランダの影響 (1) (1965年1月）
S077 











































西川孝治郎 第26巻第4号 III・A・7 学校 (1) (1966年4月）
S087 
簿記史談：明治中期の簿記



















西川孝治郎 第26巻第11号 III・A・7 雑誌 (1966年1月）
S092 
簿記史談：三菱商業学校と





III・A・7 規定の成立 (1) (1967年3月）
S094 
簿記史談：三菱財閥の経理
西川孝治郎 第27巻第4号 III・A・7 規定の成立 (2) 0967年4月）
S095 
簿記史談：三菱財閥の経理




簿記史談：三菱財閥の経理 西川孝治郎 第27巻第7号 III・A・7 規定の成立 (4) (1967年7月）
S097 
簿記史談：三菱財閥の経理
西川孝治郎 第27巻第9号 III・A・7 規定の成立 (5) (1967年9月）
S098 
簿記史談：幕末における横 西川孝治郎 第27巻第10号 III・A・7 須賀製鉄所の簿記 (1) (1967年10月）
S099 
簿記史談：幕末における横 西川孝治郎 第27巻第1号 III・A・7 須賀製鉄所の簿記 (2) (1967年1月）
S100 
簿記史談：維新当時の横須
西川孝治郎 第28巻第 1号 III・A・7 賀製鉄所の簿記 (3) (1968年1月）
SlOl 
簿記史談：横須賀造船所の
西川孝治郎 第28巻第3号 III・A・7 簿記明治初期 (4) (1968年3月）
S102 
簿記史談：横須賀造船所の
西川孝治郎 第28巻第4号 III・A・7 簿記明治初期 (5) (1968年4月）
S103 
簿記史談：横須賀造船所の
西川孝治郎 第28巻第5号 III・A・7 簿記明治初期 (6) (1968年5月）
S104 
簿記史談：銀行学局におけ
西川孝治郎 第28巻第7号 III・A・7 る簿記教育 (1) (1968年7月）
S105 
簿記史談：銀行学局におけ
西川孝治郎 第28巻第9号 III・A・7 る簿記教育 (2) (1968年9月）
S106 
簿記史談：銀行学局におけ 西川孝治郎 第28巻第10号 III・A・7 る簿記教育とその影響 (3) (1968年10月）
S107 
簿記史談：銀行学局におけ
西川孝治郎 第28巻第1号 III・A・7 る簿記教育とその影響 (4) (1968年1月）
S108 
フランスにおける監査制度
野村健太郎 第30巻第6号 VII・H・7 の展開 (1) (1970年6月）
S109 
フランスにおける監査制度
野村健太郎 第30巻第7号 VII・H・9 の展開 (2) (1970年7月）
S110 
フランスにおける監査制度 野村健太郎 第30巻第8号 VII・H・9 の展開 (3) (1970年8月）
Slll 
わが国の動態論の発展にお
黒澤 清 第30巻第8号 IV・A・9 ける太田会計学の位置 (1970年8月）





Sll4 太田先生と産業経理協会 金子佐一郎 第30巻第8号 XV・A・8 (1970年8月）






S117 太l+I先牛を偲ぶ 篠島秀雄 第30巻第8号 XV・A・9 (1970年8月）
Sll8 太田先生を思う 長谷川弘之助 第30巻第8号 XV・A・9 (1970年8月）
S119 太田先生を偲ぶ 井上達雄
第30巻第8号 XV・A・8 (1970年8月）





































(1972年2月） （→ III・A・7) 
S129 『管理会計発達史論」| 辻 原生
第32巻第12号 XVI・P・8 














周年によせて (1973年12月） （→ XIII・A・9) 















加藤盛弘 第34巻第5号 IV・P・9 の研究 (1974年5月）
S138 
近代簿記への道 (2): 伝

























会計発達史」 (1976年8月） （→ III・A・8) 














柴川林也 第37巻第3号 VI・P・9 理の方法論に関連して (1977年3月）
R. コリンソン「イデア・ 第37巻第5号



























ランス会計発達史論」 (1978年8月） （→ IV・H・8) 















S159 ルド著．津田正晃・加藤順 森 久 (1979年4月） （→ I・S・0) 
介訳「会計思想史」




























S168 第3回会計史研究者国際会 小島男佐夫 第40巻第10号 XVI・S・9 
議 (1980年10月）















伊藤邦雄 第41巻第1号 IV・P・7 財源の計算 (1) (1981年1月）
S173 
資本維持の原則と配当可能
伊藤邦雄 第41巻第2号 IV・P・8 財源の計算 (2) (1981年2月）
S174 く書評＞岡下敏著『シュ 片岡泰彦 第41巻第3号 XVI・G・4 バルツ簿記書の研究」 (1981年3月） （→ III・G・4) 





史J (1981年5月） （→ V・P・8) 
S177 
資本維持の原則と配当可能










ヴェ著「簿記史』研究 (1981年6月） （→ I・S・0) 
S180 
明治期の営業報告書の実態





















































S191 故太Il哲三先生の思い出 渋谷健一 第42巻第5号 XV・A・9 
(1982年8月）
































Bryant = Stratton = 
第43巻第2号
S199 Packardによる新旧 3部作 久野光朗






ペイトン学説の構成方法と 竹林代嘉 第43巻第2号 IV・P・9 論理的特徴 (1983年7月）
Bryant = Stratton = 
第43巻第3号S202 Packardによる新旧 3部作 久野光朗




S203 点移行についての史的考察 上野正男 IV・P・9 













第44巻第4号 I・S・5 S206 ーイギリス東インド会社会 茂木虎雄





戸田博之 第44巻第4号 III・K・8 在的意義 (1985年1月）
S208 山桝忠恕先生逝去 （表記なし） 第44巻第4号 XV・A・9 (1985年1月）
定額減価償却の源流は発見
第45巻第 1号S209 されたか一高寺教授の批判 安部悦生 IV・J・7 
にお答えして 0985年4月）
S210 く書評＞西野嘉一郎著「現 Il北 博 第45巻第3号 XVI・A・9 代会計監査制度発展史」 (1985年10月） （→ VII・A・9) 
く書評＞久野光朗著「アメ
第45巻第4号 XVI・P・8 S211 リカ簿記史ーアメリカ会計 中野常男
史序説」


































管理発達史」 (1988年1月） （→ VI・P・8) 
今世紀初頭におけるアメリ 久野光朗
第47巻第4号






























































S232 韓国会計基準の新展開 権 泰殷 第51巻第 1号 IV・C・9 (1991年4月）







S235 く書評＞久野秀男著「会計 新井益太郎 第53巻第1号 XVI・J・8 











S238 く書評＞廣本敏郎著「米国 尾畑 裕 第53巻第2号 XVI・P・9 管理会計論発達史」l (1993年7月） （→ VI・P・9) 
S239 財務諸表の史的展開ー現代 中野常男 第53巻第3号 IV・J・7 的財務諸表の淵源と確立 (1993年10月）
S240 米国資金計算発達史をめぐ 中村信博 第53巻第4号 IV・P・9 る史的考察 (1994年1月）
S241 
連結利益の配当可能性をめ
小栗崇資 第54巻第2号 IV・P・9 ぐる史的考察 (1994年7月）
直接原価計算発達史におけ
第54巻第2号S242 るハリソンの貢献に関する 高橋 賢 (1994年7月） V・P・9 
一考察
S243 パチョーリ簿記論の背景 岸 悦三 第54巻第2号 III・G・7 (1994年7月）







III・P・8 記・会計文献 (1) (1995年1月）
S246 
19世紀末葉のアメリカ簿



































































































改正50年一回顧と展望」 (2006年7月） （→ IX・A・9) 
S268 
複式簿記と公会計ー17世紀
橋本武久 第66巻第4号 III・I・7 ネーデルラントでの試み (2007年 1月）
S269 
く加古宜士先生を偲んで＞
安藤英義 第67巻第 1号 XV・A・9 加古宜士先生を偲ぶ (2007年4月）
く加古宜士先生を偲んで＞























































第68巻第 1号 XV・A・8 





（その2) (2008年7月） （→ IV・A・9) 
日本病院界における原価計
第68巻第3号








会計余話： H本の会計学 中村 中ヽLぃ 第68巻第3号 XV・A・9 
（その3) (2008年10月） （→ IV・A・9) 
く書評＞久保田秀樹著
第68巻第3号 XVI・A・9 














































































小栗崇資 第69巻第3号 XVI・G・4 















































(20ll年1月） （→ V・A・8) 
入と発展ー文献史的研究」
管理会計実務の誕生•発展 カシモヴァ・ 第70巻第4号



































内部監査制度の史的展開J (2012年7月） （→ VII・A・8) 
く武田昌輔先生を偲んで＞
S320 































神谷健司 第72巻第3号 XV・A・9 稲垣冨士男先生を偲ぶ (2012年10月）
わが国固有の複式記入理論
第73巻第2号




藻利衣恵 第73巻第2号 IV・P・9 に関する歴史的変遷 (2013年7月）
く書評＞渡邊泉著「歴史
第73巻第2号 XVI・S・8 S329 から見る公正価値会計ー会 上野清貴
計の根源的な役割を問う」 (2013年7月） （→ IV・S・8) 
Comptabilite (S), revue 
S330 






橋本武久 第74巻第1号 III・I・7 最近の研究動向と課題 (2014年4月）
S332 
く中島省吾先生を偲んで＞
安藤英義 第74巻第 1号 XV・A・9 中島省吾先生を偲んで (2014年4月）
く中島省吾先生を偲んで＞
第74巻第 1号S333 中島省吾先生への哀愁の言 古賀智敏 (2014年4月） XV・A・9 葉
く中島省吾先生を偲んで＞ 第74巻第1号S334 中島省吾先生に哀悼の意を 石井 明 (2014年4月） XV・A・9 捧げる
く中島省吾先生を偲んで＞

























安藤英義 第74巻第3号 XV・A・9 森田哲禰先生を偲ぶ (2014年10月）
く森田哲禰先生を偲んで＞
第74巻第3号






第75巻第 1号 XVI・P・9 





黒川行治 第75巻第2号 XVI・A・9 





く書評＞上野清貴編著「会 椛田龍三 第75巻第2号 XVI・S・9 
計学説の系譜と理論構築」 (2015年7月） （→ IV・A・9) 
く書評＞トーマス A.キン
S345 
グ著友岡賛訳「歴史に学 阿部光成 第75巻第2号 XVI・P・9 
ぶ会計の「なぜ？」ーアメ (2015年7月） （→ IV・P・9) 
リカ会計史入門J
S346 
く書評＞薄井彰著「会計 高尾裕二 第76巻第1号 XVI・A・9 
制度の経済分析J (2016年4月） （→ IV・A・9) 
く書評＞渡邊泉著「帳簿 第76巻第2号 XVI・S・6 S347 が語る歴史の真実ー通説と 高須教夫 (2016年7月） （→ IV・S・6) 
いう名の誤り」
S348 












矢野沙織 第76巻第3号 III・P・7 計的認識と利益計算に着目 (2016年10月）
して









































































































領域」を見れば， AHJ,AH. および， AHRの三誌において上位を占める「 I



















次頁に掲げる［図表5a] ~ [図表5c]は．それぞれAH].AH, AHR に
掲載された研究論文等の分析から見出される「地域」別の特性を示したもので
ある。
これらの図表からは. AH]. AH. AHRの三誌がそれぞれアメリカ．オー
ストラリア．そして．イギリスで発行されている事情を如実に反映し，特に
AHJ と AHにおいては．「Pアメリカ」．「O オセアニア（オーストラリア．




























以下に掲げる ［図表6a]~ [囮表6c]は，AHJ,AH. AHRの三誌それ






































図表7: AHJ, AH, AHR, および，「會計」，「年報」，「産業継理」，
計六誌に見出される特性
「會計」，
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れぞれの雑誌の上位の「執筆者」の中に，例えば.Gary J.Previtsや StephenA. 
Zeff. Williard E. Stone, あるいは， RobertH. Parker, John R. Edwards, 












リカのHenryB. BryantとHenryD. Stratton, Silas S. Packardによる簿記書











及沿革」については．例えば．中野 [2015]; 同 [2017a]; 同 [2017b]; 同 [2018]
を参照されたい (Seealso小島 [1965].第8章；同 [1973].第5章；西/1[1975]; 
同 [1978]; 同 [1982].第二部簿記學起原考解題）。
3) 海外では．会計史研究に関して．例えば. Robert H. Parkerが編集した一連の
文献H録が見出される。他方．わが国では．会計（学）全般に関する文献H録
の作成は何度か試みられているが．会計史に関するそれは．安平・林（共編）
[1991]が挙げられるのみである (SeeParker [1969] ; 同 [1977]; I司 [1980]; 
lf] [1988] ; see also中央経済社（編） [1969] ; □本会計研究学会近代会計制度
百周年記念事業委員会（編） [19781 ; 染谷（編） [1981])。
4) 中野・橋本 [1999].126頁。
5) 詳細については．中野他 [2009a]: I司 [2009b]を参照されたい (Seealso中野





7) なお, AHR については．本文で後述するように．創刊の当初は異なる誌名の
下で．必ずしも会計の歴史に特化していなかったということから．われわれの




8) See http:/ /aaahq.org/ AAH/Journal/ Accounting-Hitorians-Journal (最終閲覧：
2018年7月10日）．
なお. 1973年に設立された TheAcademy of Accounting Historiansは．
1974年から学会の機関誌として TheAccounting Historiansを刊行している。
ただし. 1]誌は. 1977年に誌名を TheAccounting Historians Journalに改めら
れ．現在に至っている。この AHJ については前身誌時代の論稿も含めて．
分析の対象としている。
9) See https://uk.sagepub.com/en-gb/asi/journal/accounting-history#description 
（最終閲覧： 2018年7月108).
10) See https:/ /www.researchgate.net/journal/0958-5206_Accounting_History _ 







































ば本来の標題の後に (1). (2)・ ・ ・ と番号が付記されるところが．第一番目



























に含まれている (S006,S013-S016, S018-S041, S044, S046-055, S057-S060, 







































号において． 日本会計史の論稿を掲載した特集号．つまり,"Studies in 




29) 例えば, AH は．先の本文中でも言及したように．「会計の．本質・役割• 利用
およぴ影響について．批判的・解釈的な歴史研究を促進するとともに．あらゆ
る組織形態にわたる会計の歴史的展開に関するクオリティの高い論稿を公表す







図表に基づき，これに加筆・修正を施したものである (See中野他 [2016],45 
頁（［図表6])。
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